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七
年
の
元
旦
は
、
気
温
も
高
く
神
戸
特
有
の

西
風
も
な
く
平
安
な
日
で
あ
っ
た
。

空
が
煙
で
覆
わ
れ
た
下
で
、

「
頑
張

ろ
う
で
」

「
頑
張
ろ
う
な
」
「
倒
れ
た
ら
あ
か
ん

で
」
と
声
を
か
け
合
っ
て
二
年
が
経
っ
た
。

今
回
、
五
十
ち
か
い
個
人
・
団
体
か
ら
震
災
資

料
の
提
供
を
受
け
、
「
人
・
街
・
な
が
た
震
災

資
料
室
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
避
難
所

と
な
っ
た
学
校
の
記
録
集
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

誌
、
当
日
の
午
後
一
時
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
、

励
ま
し
の
子
ど
も
の
絵
や
色
紙
等
。

復
旧
・
復
興
事
業
が
続
く
毎
日
だ
が
、
震
災
の

記
憶
は
消
し
て
は
な
ら
な
い
し
風
化
も
さ
せ
て
は

い
け
な
い
。

震
災
の
真
只
中
に
あ
っ
た
区
役
所
で
働
く
私
た

ち
の
作
業
は

「防
災
」
の
為
に
も
貴
重
な
営
み
と

な
る
だ
ろ
う
。
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図書・冊子

” 1 資科名

平成 9. I 
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1 0 
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l 2 

1 3 

阪博 ・成路大震災 1申戸地域

における1肖防活動の98B

阪坤淡路大費災

救援活動の記仕

3 I阪沖校路大閂災

その時労働1且合は ・1本験 と教訳

阪1亨．綬路大震災

兵鷹県の Iヶ月の記錢

阪神 ・液路大震災

1•戸市の9已仕 l 9 9 5年

阪神 ・淡路大霞災

活動IC仕集

阪1印・淡跨大震災

水直復旧の記分

阪神 ・淡路大樗災

悼戸市災害対策本邪衛生邪の

記紐

長田消防団

祈り の足鉢

「雪 I

埓集 ・阪1阜大震災

阪神 ・決路大．費災

松本市からのポランテ ィアの記錢

阪神淡路大雰災と

祓差別1!1落

でき る人が できる碍にできることを

浪旧 ・揆路大震災支楼活動記91

写真 ・ ピデオ •その他

神戸市消防局

自治労八王子市環員は合

遺合近畿フロック 遺格会

阪神・揆路大震災

兵鷹県災害対環＊郡

博戸市

日本労働紐合詑逼合会兵

庫県遁合会

沖戸市水道層

神戸市衛生局

神戸市長田消防団

長田消防署

長野県松本市

博奈川県綾瀬市

古号 提供 ・吝”者 偏考

1 千葉県松戸市 写真 ・避腿所ノート ・

＊R舌書

a 砺不県宇郡宮市 写真・ 日注・活動i2a

3 広5ほ遥山市 写真

4 受知県一宮市消防本gl 消防応保派遣屈后動Iビ仕

5 頁京郡世田谷区 写真

6 砺木県4山市 写真・復命言

7 兵ほ県立図書舘 震災関逼資ォ1リフ、ト

8 怖沼久 写真

！ 東京都児童推既セ ンター

， 上平京子 写真 ！ 

神=市立！11/T/.(呆百所

I 0 松 尺 糾 代 写真・ 1呆育キャラパ ン活動龍舌 i 
目1台今大阪府本部保ぢ音！会

11 網走市労働1J1台連合会 自治労あばしり

l 2 富士 八郎 長楽小学校での意災避難任民敦復活

祖京乱芭節区m労 勤刹告

I I 西田ひかる 色紙

l l 4 間西aヵ托式会i土 ピデオ

l 5 3時問阪1印 淡 路 大震災

応．を送霊の詑社

I l 5 ：甚悦琵 田中佼註 L・デオ

I 映伐陀紐 阪神大，費災 1毎日欣,!ii

I 1じ 軍京託港区厖員労働Ill合 磁悶紙みなと ＇霞災特集号J

ん閃，―届聖ふ

lt昂供資料リストi
• 9 9 ,．-- 、•~ ---

1 4 大震災 lO 0日の記仕

兵庫県知事の手記

1 5 永遭の生命 兵庫県立高等学校長

大費災を紐えて 協会

l 6 震災の記仕 沖戸市立池田小学校

--
I 7 ひびきわたれ み くらの思い 序戸市立御蔵,,ヽ字校

生れかわる神戸へ

l 8 阪神大震災 と真鳩小学校 1臼戸市立真湯小学校

1 9 阪神大震災 詑臼隻 神戸市立大渭中学校

20 阪神淡路大震災 自治労長野県本邪

111日支援活動の記縁

2 l 長田随想

共に生かし合ってなきる街 ．． 

2 2 阪神 ・淡路大摂災 神戸市立中央市民病院

lil言 ペッドサイドから 看護i!II

2 3 I 9 9 5 I I 7 兵厖県立夢野台高校

阪神 ・淡路大震災

24 押戸市立病院紀要 神戸市衛生局 I 

こ の 震 災での体 験・教 馴．

今後の対策

2 5 阪神・淡路大震災 関西電力床式会仕

復1日記紐

2 6 阪神・淡路大震災被災障害者 全日本自治団体労働雄合

訪問活動詑紐か らの分祈と 提言

神戸地域

妙里
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(3)登庁の方法

．徒歩のみ
・自転車
• J イゞク
・車
•その他
・回笠なし
・合計

（複数回答）
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口徒歩のみ
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人
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・家族の被災
・自宅の被災
・別居の親族の安否確認
・交通機関の途絶
•その他

口自転車 □バイク

2 0人
3 6人
3 4人
8 4人
2 6人

（内訳

2 0 0人
当日登庁できなかった人 1 4 6人）

4%,7%□ 
~13%t22\ 

ゞ

□車

訓
＝
＝
薔
冒

■I
]

□その他(

11111 

-＝-＝鷺響

□

本人産休等 10人，保育所閉鎖 9人，

1時間以内
1 ~ 2時間
2 ~3時間
3~4時間
4 ~ 5時間
5時間以上
回答なし

徒歩のみ
目転車
ノヽイク
車
その他
回答なし

(4) 1月17日（当日）に登庁できなかった人は、その主な理由

□家族の被災 □自宅の被災 □別居の親族の安否確認

口交通機関の途絶 □その他(

（参照）

I. 長田区防災マニュアル策定委員会とは

この委員会は、次のような目的・構成員・所掌事務でもって設置され、平成 8年

8月6日に第 1回目が開催されました。

（目的）長田区が、神戸市地域防災計画に規定された各種の防災対策を実施するに

あたり、さきの限神大震災の経験に甚づき、災害時にすみやかな活動が確保でき

るよう、職員の参加のもとに、具体的行動指針や行動内容を定めたマニュアルに

ついて検討するために設置する。

（構成貝〕市民部長（主宰者）、全ての課長級職員、巖場代表（支部 3役、民生支

部の長田分会長、衛生支部の長田分会長）、その他市民部長が必要と i忍める者（

総務課庶務係長、総務課調査係長）合計 20名

ーヽノ

ヽヽーノ

その他7人）

こ
の
た
び
の
震
災
資
料
室
は
、
市
内
で
最
も
被

害
の
大
き
か
っ
た
長
田
区
の
震
災
直
後
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
記
録
が
散
逸
し
な
い
た
め
に
今
の

う
ち
に
資
料
を
収
集
し
て
お
く
趣
旨
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
震
災
の
記
録
・
経
験
を
風
化
さ

せ
な
い
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の

よ
う
な
未
曽
有
の
災
害
の
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動

を
す
れ
ば
市
民
の
安
全
を
守
り
、
生
活
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
か
出
来
る
か
な
ど
の
指
針
を
得
る
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

震
災
資
料
を
ま
と
め
た
資
料
室
は
、
市
内
で
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
資
料
室
は
長
田
区

と
い
う
地
域
を
特
定
し
、
市
民
・
行
政
・
学
校
・

地
域
・
団
体
な
ど
多
分
野
の
資
料
か
収
集
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
収
集
さ
れ
る
資
料

の
中
に
は
、
お
そ
ら
く
長
田
区
内
の
避
難
所
を
は

じ
め
生
々
し
い
デ
ー
タ
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
田
区
長

日

坂

昇

e
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髪
災
資
料
室
の
[
[
:

，
才
ー
プ
ン
に
あ
K
っ

7‘

冠
葛
望
r
r

冒

震
≪
グ
カ
レ
し
年
余
か
過
ぎ
て
も
震
災
の
傷
あ
と
か

深
く
、
震
災
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
く
な
い
区
民

の
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
し
、
資
料
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
充
分
に
配
慮
し
て
資
料

を
整
理
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。
今
後
の
整
理
に

相
当
の
時
日
を
要
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
整
理
の
結
果
、
ど
の
程
度
の
資
料
か
公
に
出

来
る
の
か
は
全
く
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ら
の
資
料
を
後
世
に
残
す
教
訓
と
し
て
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
再
び
経
験
し
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
常
に
災
害
に
対
す
る
心
構
え
が
必

要
で
あ
り
、
長
田
区
内
の
膨
大
な
資
料
を
整
理
し

体
系
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
こ

の
資
料
室
の
作
業
が
区
役
所
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。

全
国
か
ら
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
方
々
や
長
田

区
の
復
興
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
方

々
に
感
謝
し
、
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
震
災
資

料
室
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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碑 寧 睾 寧 翠 郷 翠 寧 睾 響 寧 寧 寧 寧 碑

I資料展I履三‘i r] 区
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塁三目口日＊ □三＊〗日 蘭
斎~（日）ば）位）周

塁
図

履 長詞役吋7下苔 大会訪竺 屑
んみへ

羨
塁

白
斎

塁欧氾奴氾欧氾寧睾寧睾寧寧窯寧羹寧寧寧寧

二
年
前
の
悪
夢
の
一
日
、
燃
え
広
が
っ
て
い
く
町

並
み
を
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
十
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
写

し
た
も
の
で
す
。
何
か
の
お
役
に
た
て
ば
と
思
い

送
り
ま
す
。
現
在
は
神
戸
市
を
離
れ
、
加
古
川
に

主
ん
で
い
ま
す
。
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゜自

治

労

・

阪

神

淡

路

震

災

支
援
責
任
者

斎

藤

譲

あ
の
目
疑
う
様
な
焼
け
跡
の
な
か
で
．
私
た
ち

自
治
労
が
．
救
援
活
動
を
お
こ
な
っ
た
時
か
ら
も

う
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

当
時
震
災
か
ら
1
週
間
後
の
1
月
2
5
日
に

後
藤
委
員
長
等
が
神
戸
入
り
し
．
見
舞
金

(
3億

円
）
を
県
・
市
に
手
渡
す
と
と
も
に
，
関
係
者
か

ら
説
明
を
受
け
る
な
ど
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
．
「
神
戸
市
内
で
具
体
的
な
支
援
活

動
を
す
ぺ
き
だ
」
と
し
て
，
神
戸
市
従
書
記
局
に

現
地
対
策
事
務
所
を
起
き
，
以
後
3
月
末
ま
で
の

2
ヶ
月
問
支
援
活
動
に
取
り
組
み
，
延
g
.
8
0人

の
組
合
員
が
全
国
か
ら
参
加
し
た
。

既
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
活
動
し
て
い
た
が
．

自
治
労
は
自
治
体
職
員
の
労
慟
組
合
と
い
う
特
色

を
生
か
し
た
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
，
神
戸
市
の
職
員
が
文
字
通
り
不
眠
不

休
で
行
っ
て
い
る
震
災
に
よ
り
生
じ
た
避
難
所
等

の
業
務
を
屑
代
わ
り
す
る
こ
と
で
す
。

神
戸
市
と
の
相
談
の
結
果
．
長
田
区
と
東
灘
区

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
田
区
で
は
，
区
役
所
内
に
自
治
労
の
連
絡
事

務
所
を
設
置
す
る
等
．
区
当
局
や
組
合
側
と
も
に

様
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
，

1
0
ヶ
所
の
避

難
所
の
運
営
の
支
援
活
動
を
し
た
。

(3)住居の被災状況

・全壊（焼）
・半壊（焼）
・一部損壊
•その他
・回答なし
・合計

3. 震災発生後、最初に職場へかけつけた時のことについて

(1)登庁した職場 □配属先（長田区役所等）

口近くの区役所等（名称
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/） 

,< 

□全壊（焼）

人
人
人
人
人
人

6
2
3
5
6
2
 

1
2
2
6
3
 

1

2

 

盾環先（長里区役所等）
・近くの区役所等
・回答なし
・合計

□半壊（焼） □一部損壊 口その他

匂っ
ょ
ち

｀ 93 

メ}
；； 

，＜ 

＝＝―-懸口

(2)家を出た日時 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

職場に到着した日時

差引所要時間

=-＝蓄雪羞

降以

日
日
日
日
日

7
8
9
0
1
し

l
l
1
2
2
な

月
月
月
月
月
答
計

l
l
l
l
1
回
合

．
．
．
．
．
．
．
 

震
災
か
ら
二
回
目
の
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私

は
平
成
七
年
三
月
六
日
か
ら
一
周
間
、
自
治
労
障

害
者
支
援
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
神
戸
市

内
の
被
災
地
障
害
者
の
安
否
確
認
に
従
事
し
ま
し

こ。t
 

同
封
し
た
写
真
は
そ
の
時
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

↑
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
内
容
が
内
容
故
、
カ
メ
ラ
を
持し

；
っ
歩
く
こ
と
な
ど
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

鵬炉

全
国
か
ら
来
た
粗
合
員
た
ち
は
．
あ
ま
り
の
惨

状
に
胸
が
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な
る
思
い
を
し
な
が
ら

も
，
本
当
に
真
剣
に
そ
し
て
熱
心
に
慟
き
ま
し
た
。

決
し
て
楽
な
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

参
加
し
た
仲
問
た
ち
は
．
神
戸
で
長
田
区
で
得
た

経
験
を
自
分
の
心
に
刻
み
込
む
と
と
も
に
．
帰
っ

て
か
ら
自
分
の
自
治
体
で
防
災
体
制
の
見
直
し
等

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
長
田
区
の
当
局
や
職
員
の
皆
さ
ん
に

大
変
お
世
話
に
な
り
．
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
，
ま
だ
ま
だ
続
く
復
興
に
つ
い

て
誓
闘
さ
れ
る
こ
と
を
．
全
国
の
自
治
労
の
仲
問

と
と
も
に
期
待
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
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ま金 料を
意活 1T域よかで

-[額で
し動動王みつ 開

か 振行
合のをサがて催

集るな
せ時行イえいさ

ま舞し
ておいンらるれ

りいま
‘ 長 こ ま 会 せ阪た

ま なし
田なし眠よ神

しがた
区ったとう淡冨

万かた ゜協-路川戸却
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間
間

□
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全壊（焼）
半壊（焼）
一部損壊
その他
回答なし

記属先
近くの区役所等
回答なし

梶
岡

か
し
、
市
内
の
あ
ま
り
の
惨
状
に
こ
れ
は
記
録

r

残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

j

と
き
は
躊
躇
す
る
こ
と
が
、
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

i

東
京
に
戻
り
、
神
戸
の
様
子
を
伝
え
る
時
、
写
真
―

は
言
葉
よ
り
多
く
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
都
児
童
相
餃
セ
ン
タ
ー

柿
沼潤

時
時
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時
時
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日

日

間時

午前・午後

午前・午後

分

時頃

時頃

・11-12時
・12-13時
・ 1 3-1 4時
・ 1 4時以降
・合計

11111 1月17日
1月18日
1月19日
1月20日
1月21日以降
回答なし
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人・街・なかた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (4-) 

防災に関するアンケート結果
(3)所属 □市民部 □福祉部 □保健部

・市民部
•福祉部

：闊部

人
人
人
人

1
8
3
2
 

4
5
3
3
 

1

2

 

2. 阪神大震災発生当時のあなたについて

(1)所属 □長田区役所，長田福祉事務所，長田保健所 □その他の局室区

•長田区役所，長田福祉事務所，

鰐闘鳳室区
・回笠なし（新規採用など）
・合計

(2)住所 □東灘区

□垂水区

東
灘
区

灘

区
中
央
区

口灘区

□西区

兵
庫
区

北

区

人

人

人

人

3
1
8
2
 

6

6

3

 

1
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□中央区 □兵庫区 □北区 □長田区 □須磨区

□芦屋市以東 □三田・三木市以北 □明石市以西

東
西

以
以

区
区
区
市
市

区
庫
田
水
屋
石

灘
兵
長
垂
芦
明
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垂
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西

区

11111 

11111 市民部
:• 福祉部
至保健部

長田区役所
長田福祉事務所
長田保健所
その他の局室区

口回答なし

以
西

明
石
市以

北

三
田
市以

東

芦
屋
市

阪神大震災の発生以来、災害復旧業務あるいは増大した本来業務に対し、長田区職員は
ー丸となって携わってきました。

さて、このアンケートは、長田区防災組織計画及び防災マニュアルの作成にあたり、地

震発生時の初動体制並びに応急対応体制の検討資料として使用することを目的として行い

ました。さきの阪神大震災の経験を生かし、災害時にすみやかな活動が確保できるように
震災の真只中にあった区役所職員の思いが表れています。

長田区防災マニュアル策定委員会

1.現在のあなたについて（該当するものに⑫をつけてください。以下同じ） へ

(1)性別 □男 □女

回答あり 回答なし 合計職員数

男 1 3 2人 5 0人 1 8 2人

女 1 0 0人 6 0人 1 6 0人

合計 2 3 2人 1 1 0人 3 4 2人

(2)年齢

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100 % 
回答あり

男 II『が〗ボIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII| 27% 1 回答I~〗ロ
女[II：弔喜i[IIII』IIIIIIIIIIIIIII 37% | 

it IIIIIIIIIIIIIIIII1|［特索IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 32% | 

□29歳以下 □30,.._,39歳

・ 2 9歳以下
・ 3 o------3 9歳
• 4 0------4 9歳

：贔塁尉

人
人
人
人
人

7
8
4
3
2
 

4
4
8
5
3
 

2
 

□40~49歳 □50歳以上

二
喜
〗

歳
～
～
歳
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